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３月全校朝会「ＬＳ北見」

ピョンチャンで開催された冬季オリンピックが終了しましたが、今マスコミで一番注目されて
いるのは金メダルを獲得した、フィギュアの羽生結弦でもなく、スピードスケートの小平奈緒で
もなく、銅メダルのＬＳ北見です。

なぜなのでしょうか。
まず、カーリングについて調べてきましたので説明します。
カーリングは、4 人ずつ 2 チームで行われ、目標とする円をめがけて各チームが交互に 8 回ずつ

石を氷上に滑らせ、石を円の中心により近づけたチームが得点を得る。これを 10 回繰り返し、総
得点で勝敗を競う競技です。

石は、ごく弱い回転をかけることで速度が落ちるとともに自然に曲がって（カールして）いき
ます。進んでいく石の前の氷面をこする（スウィープする）ことで、速度の低下や曲がりをある
程度遅らせることができます。こうした氷の滑り具合や曲がり具合は、氷の状況や温度、コース
の使用状況などによってゲーム中も刻一刻と変化します。このため、スポーツとしての特徴は高
い身体能力よりも事前の予測と経験を元に相手の行動を先読みする想像力や実際の石の動きから
即座に戦略を組み立て直す知能など、チェスなどのマインドスポーツで必須とされる能力が重視
されます。また、チームスポーツであるためコミュニケーション能力も重要な競技です。

スキップの藤沢五月さんは子供のころ地元の北海道だけでなく、カーリングの天才として全国
的にも有名だったそうです。小学校５年の頃に対戦したサードの吉田知那美さんは「比べものに
ならないくらいうまかった」と言っていました。それでも、才能だけに頼ることはなかったそう
です。試合後はいつも、２枚のプリントと向き合う。１枚には試合前に目標を書いておき、試合
後にどれくらいできたかを書く。もう１枚には、会場の氷のどの部分が、どう滑ったかを書き込
む。１シーズンで１００枚以上がファイルに閉じられていく。ショットの正確さに加え、戦術の
引き出しも増やしていった。それでも五輪の舞台は遠かった。中部電力で挑んだ前回は北海道銀
行に屈し、ソチの代表を逃した。ＬＳ北見で迎えた昨年２月、優勝すれば五輪代表が決まる日本
選手権で決勝で負けた。相手は自分が所属していた中部電力だった。そして、９月のピョンチャ
ン五輪代表決定戦で中部電力に勝ち、五輪の舞台を手にした。

注目を浴びている理由の一つは４人の「笑顔」だと思います。
他の国の選手を見ていると、悔しい顔をしたり、持っているコップを投げつけたりしている場

面を見かけました。しかし、失敗しても声をかけ合い笑顔で試合を行っていました。銅メダル獲
得後のインタビューで「なぜいつでも笑顔でいられるんですか」という質問に対して、「自分のた
めの笑顔です。イライラしたときに笑顔をつくると自分を鼓舞することができるんです。」と答え
ていました。私も皆さんに意識して笑顔をつくると脳が勘違いして「今は楽しいんだ」と思うん
だという話をしましたが、まったく同じ考えなのでうれしくなりました。

もう一つは４人が協働して取り組んでいく姿だと思います。
インタビューに答えて、試合に臨むときに大切なこととして、
・一人一人がまず作戦を考える。
・その上でお互いの意見を出し合って、作戦は話し合って決める。
・そして、それぞれの役割をしっかり果たして勝利に貢献する

と話していました。
すなわち、富士見中の学校教育目標である「自立・協働・貢献」そのものです。
カーリングというスポーツは私たちに生き方そのものを教えてくれているんだと感じました。

【平成３０年３月６日 全校朝会 松本 文利校長講話より】

【学校教育目標】
『 自立 協働 貢献 』

《めざす生徒像》
・自ら考え判断し行動できる生徒
・仲間と話し合い、協力し課題を解決
できる生徒
・他の喜びを自分の喜びとできる生徒

 富士見中学校のホームページをご覧ください！ 【 http://www.kumagaya-fujimi-j.jp/ 】 

 学校紹介や生徒たちの学校生活の様子をホームページに掲載しています。 

熊谷市体育協会優秀選手表彰式 ゲストティーチャーによる３年生道徳の授業

八木橋販売学習 出前授業(熊谷東小) 性に関する講話

三送会

水泳部が全国大会に出場し
たため、優秀な選手にのみ
贈られる熊谷市体育協会優
秀選手賞を受賞しました。

ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰとして 2016 ﾐｽ・ｽﾌﾟﾗﾅｼｮﾅﾙ日本大会優勝など、国
内外のﾌｧｯｼｮﾝｼｮｰやﾏｲﾝﾄﾞｺｰﾁﾝｸﾞ講師としてご活躍される長嶋
里沙氏と、ｱﾒﾘｶﾌﾟﾛ野球独立ﾘｰｸﾞのｿﾉﾏｽﾄﾝﾊﾟｰｽﾞでご活躍され
る安田裕希氏を講師に、３年生の道徳の授業を行いました。

月 日 曜 行事予定 月 日 曜 行事予定
19 月 球技大会(1年)　　部活中止　第4回PTA運営委員会 1 日
20 火 球技大会(2年)　　生徒会専門委員会　期末短縮(～23日) 2 月 春季休業日
21 水 春分の日＝「自然をたたえ、 生物をいつくしむ日」 3 火 各部部長(12:00)集合
22 木 給食最終日　大掃除　アルミ缶回収　第3回学校評議委員会 4 水
23 金 ※弁当(部活動がある場合) 5 木
24 土 6 金 新3年準備登校
25 日 7 土
26 月 修了式　　部活動なし 8 日
27 火 学年末休業日 9 月 始業式・入学式

28 水 10 火
対面式　全校ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ　※給食開始
臨時登校指導(～13日)

29 木 11 水 全校朝会　　部活動説明会

30 金 12 木 埼玉県学力・学習状況調査　生徒会専門委員会　避難訓練
31 土 13 金 心臓健診　第1回学校評議委員会

14 土
15 日

3 4

今年度も大変お世話になりありがとうございました

毎年恒例、10･11･12 組が栽
培した唐辛子等の販売学習
を、今年も八木橋百貨店の
ご協力で行いました。

学区内の小学校 4 校に、熊
谷市で行っているラウンド
制の英語の授業を出前授業
として行ってきました。

「命の大切さ」などについ
て、発達段階に応じて鮫島
ﾎﾞﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｸﾘﾆｯｸの助産師さ
んに講演いただきました。

今年の三送会では、中国雑
技団の迫力あるパフォーマ
ンスや在校生手作りの演出
などで盛り上がりました。
サプライズとして校長先生
によるサックスの演奏は、
出し物の中で一番の盛り上
がりでした!!


